
平成２９年度 学校経営計画に対する最終評価報告書
Ｎｏ. １

石川県立金沢桜丘高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 分析（成果と課題）及び改善策等

１ 国際社会に貢献す ① 生徒の思考力、判断力、問 授業評価において、「授業のねらい」「教員の熱意や工夫」「説明や指示」 後期授業評価において、５項目におけるＡ評価の平均は５０％であった。内訳は、
る人材の育成を主 題解決能力、表現力の育成 「考えさせる場面」「興味・関心が高まる」の５項目におけるＡ評価の平均が 「ねらい」５３％、「熱意や工夫」５６％、「説明や指示」５０％、「考えさせる
眼として、高い志 を目指し、授業力の向上を Ａ ５５％以上 Ｂ ５０％以上 場面」５７％、「興味・関心」３５％である。前期と比較して、平均が４ポイン
を掲げ、その実現 図る。 Ｃ ４５％以上 Ｄ ４５％未満 ト向上したが、「興味・関心」の評価も３１％から４ポイント向上した。次年度
に向け主体的に努 【判定Ｂ】も引き続き、生徒の学習意欲が高まる授業の実践に努めたい。
力でき、志望する ② 授業や総合的な学習の時間 自らの学習について 生徒対象の後期学校評価アンケートにおいて、３教科の肯定的な回答の平均は、
国公立大学に果敢 等の活動を通して、生徒が (ｱ) 授業や課題以外に積極的に取り組み、独自の学習にも取り組んでいる。 前期の６０％から６９％に向上した（英語：前期６２％→７３％、数学：前期６
にチャレンジする 主体的に課題解決に取り組 (ｲ) 授業や課題に積極的に取り組んでいる。 ５％→７１％、国語：前期５４％→６３％）。グローバル社会において自ら考え、
生徒を育てる。 む姿勢を育む。 (ｳ) 授業や課題には取り組むが、自らを高めようとする努力や意識が足りない。 課題を発見し、それを解決するリーダーを育成するため、主体的に考え、行動す

(ｴ) その場しのぎの学習が多く、極端に悪い成績を取らないように勉強している。ることの大切さを今後も普段から生徒に意識させたい。

(ｱ)＋(ｲ)の合計が
Ａ ６０％以上 Ｂ ５０％以上
Ｃ ４０％以上 Ｄ ４０％未満

【判定Ａ】

家庭学習時間が学年の目標値に達している１・２年生の割合が ４月～１月（８月を除く）の学習時間調査において、目標値（１年２時間以上、
Ａ ６０％以上 Ｂ ５０％以上 ２年３時間以上）に達した１・２年生の９ヶ月の平均は、４９％（１年６４％、
Ｃ ４０％以上 Ｄ ４０％未満 ２年３３％）であった。前期の５７％よりも８ポイント下降している。地道に家

【判定Ｃ】庭学習に取り組めるよう、より小刻みな学習目標を立てさせ、学習に計画性を持
たせたい。

③ 国際社会において必要不可 １年次１２月に受検したＧＴＥＣの本校平均スコアに比べ、１年後の２年次１２ 現２年生において、１年次のトータルスコア４５５．８が２年次には４８８．４
欠な英語によるコミュニケ 月に受検するＧＴＥＣの本校平均スコアの伸びが、 となり、スコアの伸びは３２．６点にとどまった。３技能の内訳を見ると、リス
ーション能力を身に付けよ Ａ ６０点以上 Ｂ ５０点以上 ニングが２１．４点伸びているのに対して、リーディングとライティングの伸び
うとする態度を育成する。 Ｃ ４０点以上 Ｄ ４０点未満 はそれぞれ１０点未満にとどまっている。今後もスピーキングを含めた４技能の

【評価Ｄ】バランスのとれた英語教育を心がけていきたい。

④ 高い志を持って進路達成に 合格者数が 合格者数は、難関大学１５名、金沢大学４４名、国公立大学１８９名であった。
向かう生徒を育て、個々の Ａ ア・イ・ウの３指標すべてを達成 難関大学に挑戦する生徒が増える一方で、地元金沢大学合格者は伸び悩んだ。１
生徒に応じた進路志望を達 Ｂ ア・イ・ウのうち、２指標を達成 年次からの意識付けをしっかり行い、志望校に合格できる学力をさらにつける必
成する。 Ｃ ア・イ・ウのうち、１指標を達成 要がある。

Ｄ ア・イ・ウの３指標とも達成できず
※ア（難関大１０名以上）、イ（金沢大６０名以上）、ウ（国公立大１８０名以上）

【評価Ｂ】

⑤ 「進学校における部活動」 週１日以上の休養日を設定している部活動が 部活動顧問に対してアンケート調査を行った結果、後期もすべての部活動で週 1
を追求し、学校として生徒 Ａ １００％ Ｂ ９０％以上 回以上の休養日を設定していた。休養日の設定は、生徒が学習と部活動の両立を
が学習と部活動を両立でき Ｃ ８０％以上 Ｄ ８０％未満 図るために不可欠であり、教員にとっては働き方改革に直結し、教員としての資
るよう配慮し、かつ指導を 【判定Ａ】質向上にもつながるものである。今後も部活動の適切な運営に努めたい。
徹底している。

下校時刻を遵守している生徒が 生徒対象の後期学校評価アンケートにおいて、遵守している生徒は９３％（「よ
Ａ ９５％以上 Ｂ ９０％以上 くあてはまる」が４６％、「ほぼあてはまる」が４７％）であった。前期は７８
Ｃ ８５％以上 Ｄ ８５％未満 ％（「よく」５３％、「ほぼ」２５％）であり、１５ポイント向上した。今後も指

【判定Ｂ】導をしっかりと継続したい。

・授業において、生徒が考える場面をしっかり設定するとともに、思考・判断とその前提としての知識・理解とのバランスを大切にしてほしい。
学校関係者評価委員会の評価 ・GTECにおいて、リーディングとライティングのスコアが伸びていないことが気になる。

・すべての教科において、「授業を受けて、興味・関心が高まる」という項目の評価が低い。授業の導入を大切にしてほしい。
・ICTのさらなる活用を図り、知識の定着を図りながら、生徒が考える時間を確保していく。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた ・英語については、高大接続改革の流れを踏まえ、スピーキングやリスニングも含めた 4技能のバランスの良い育成に今後も努める。
今後の改善策 ・教員自身が興味あることを掘り下げていくことによって生徒の興味・関心を高めることができる。教員にも興味を大切にさせたい。



Ｎｏ．２

石川県立金沢桜丘高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 分析（成果と課題）及び改善策等

２ 校訓「質実剛健」 ① 登下校指導、街頭指導、挨 ・積極的に挨拶をしている 生徒、保護者、教員対象の後期学校評価アンケートの結果、平均は２９％であり、
を不易のものとし、 拶運動を通して規範意識を ・きちんとした頭髪・服装をしている 内訳は、生徒４２％、保護者２８％、教員１７％であった。前期の２１％から８
挨拶や感謝の心、 向上させる。 この２つの点について ポイント向上したが、まだまだ改善していかなければいけない。生徒には、挨拶
規範意識など人と (ｱ) よくあてはまる (ｲ) ほぼあてはまる は社会生活の基本であるということを地道に訴えかけていくと同時に、普段から
しての基本を身に (ｳ) あまりあてはまらない (ｴ) あてはまらない 挨拶しやすい明るい校風を確立していけるよう全教職員で力を合わせたい。
付けた、心身とも
に逞しい生徒を育 (ｱ)の％が
てる。 Ａ ４０％以上 Ｂ ３５％以上

Ｃ ３０％以上 Ｄ ３０％未満
【判定Ｄ】

② 交通安全教室、自転車マナ 生徒は、自転車に乗車するときは交通ルールを 生徒対象の後期学校評価アンケートにおいて、「いつも守っている」との回答は
ー・ルール検定、街頭指導 (ｱ) いつも守っている (ｲ) だいたい守っている ５１％であった。前期より５ポイント向上した。交通ルールを守るということは
等を通して交通ルール遵守 (ｳ) あまり守っていない (ｴ) ほとんど守っていない 自らの命を守ることにつながる。命の大切さ、交通ルールを守ることの大切さを
の指導を行う。 改めて訴えていきたい。

(ｱ)の％が
Ａ ６０％以上 Ｂ ５５％以上
Ｃ ５０％以上 Ｄ ５０％未満

【判定Ｃ】

③ 生徒の健全な心を育み、一 本校は学習における悩みや人間関係（いじめ等）に関する悩みを相談しやすい 生徒対象の後期学校評価アンケートにおいて、「わからない」という回答が、前
人ひとりが安心して学校生 (ｱ)よくあてはまる 期と同じく２９％であった。「相談しようと考えたことがない」、あるいは「答え
活を送ることができる、明 (ｲ)ほぼあてはまる たくない」、と考えた生徒がこの回答となったと思われる。そのこともしっかり
るくさわやかな校風の樹立 (ｳ)あまりあてはまらない と意識しながら、（ア）～（エ）の有効回答における割合を求めたところ、「よく
をさらに進める。 (ｴ)あてはまらない あてはまる」は３０％（「わからない」を含めると２１％）、「ほぼあてはまる」

は４５％（同３２％）で、計７５％（同５３％）が肯定的な回答をしている。評
(ｱ)＋(ｲ)の合計が 価は判定Ｃとするが、次年度以降は、「相談しようと考えたことがない」という
Ａ ９０％以上 Ｂ ８０％以上 生徒でも相談するときのイメージをもとに回答しやすいよう質問を工夫したい。
Ｃ ７０％以上 Ｄ ７０％未満 今後も相談しやすい環境作りを進めていきたい。

【判定Ｃ】

④ 生徒面談シートを活用し、 １・２年生において、家庭でのスマートホン使用時間が１時間以内であるという 生徒対象の後期学校評価アンケートにおいて、使用時間が１時間以内という生徒
ＰＤＣＡサイクルを意識さ 生徒が は３６％（１、２年それぞれ、３０分以内が７％、７％、３０分～６０分が３０
せた面談を行い、生徒が主 Ａ ６０％以上 Ｂ ５０％以上 ％、２８％）であった。前期の３８％から２ポイント下降している。スマートホ
体的に自分の生活や時間の Ｃ ４０％以上 Ｄ ４０％未満 ン等は非常に便利ではあるが、高校生にとっても時間は有限であり、その中でど
使い方を振り返る、自律の 【判定Ｄ】れだけ学力を付けられるか、どれだけ部活動で競技力や協調性を身に付けられる
態度を育成する。 か、を優先して考えるべきであることを強調していきたい。

⑤ 幅広い読書を意欲的に行う 年間貸出冊数が 今年度の図書館貸出冊数はのべ１７７５冊であり、昨年度の１２３２冊を上回り、
ことで思考と情操を深め、 Ａ １５００冊以上 Ｂ １２５０冊以上 判定Ａとなった。今後も図書館講座や図書館報『桜蔭』を通して生徒に読書の魅
自らの人格形成に活かす生 Ｃ １０００冊以上 Ｄ １０００冊未満 力を訴えかけていきたい。
徒の育成を図る。 【判定Ａ】

・「悩みを相談しやすい」という項目において、「わからない」という生徒の回答が依然として多い。回答の意味合いについては検討を要する。
学校関係者評価委員会の評価 ・挨拶について、特に教員の評価が向上している。

・本校は自転車通学の生徒が多く、事故や事故が起こったときの生徒の対応が心配である。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた ・「悩み」について、答えたくないために「わからない」を選択した生徒がいることも踏まえて、今後とも相談しやすい環境作りに努める。
今後の改善策 ・登校時の挨拶運動等、今後も粘り強く指導を継続したい。

・事故の未然防止のために 1年生対象の交通安全教室を開き、事故が起こった場合はすぐに警察に通報するよう指導している。今後も指導を徹底していく。
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石川県立金沢桜丘高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 現状況の達成度判断基準 分析（成果と課題）及び改善策等

３ 校是「文武両道」 ① 校長が示すビジョンとリー いしかわニュースーパーハイスクールとして 教員対象の後期学校評価アンケートにおいて、「共通理解があり、しっかりと学
を実践するため、 ダーシップのもと、全教職 (ｱ) 共通理解があり、しっかりと学校運営がなされている 校運営がなされている」との回答は、前期と同じで２３％であった。「ある程度
教員自らが資質向 員が組織的に協力し合いな (ｲ) ある程度共通理解があり、学校運営がなされている 共通理解がある」との回答は前期よりも３ポイント増えて、７１％であった。
上に励み、生徒の がら学校運営がなされてい (ｳ) あまり共通理解がない状態で学校運営がなされている 大きな枠組みでは教職員の共通理解があると思われるが、全教職員を巻き込ん
主体性、自己肯定 る。 (ｴ) 共通理解がない状態で学校運営がなされている での学校運営及びいしかわニュースーパーハイスクールとしての取組を一層進
感を高め、明るく め、今後の改善につなげていきたい。
活気があり、地域 (ｱ)の％が
から信頼される学 Ａ ４０％以上 Ｂ ３０％以上
校づくりに努める。 Ｃ ２０％以上 Ｄ ２０％未満

【判定Ｃ】

② 校内研修会をより充実させ、取り組んだ研修の成果を教育活動の充実に役立てることができた 教員対象の後期学校評価アンケートにおいて、「よくあてはまる」「ほぼあては
今日的教育課題の理解とそ (ｱ)よくあてはまる (ｲ)ほぼあてはまる まる」の合計は９４％であり、前期より３ポイント向上した。内訳はそれぞれ
れに対応しうる教員の資質 (ｳ)あまりあてはまらない (ｴ)あてはまらない ３８％、５６％であった。９月以降の校内研修としてはｉＰａｄに関する内容
を高めるとともに若手教員 を全体研修で扱ったほか、若手グループを中心に教科指導や学級経営について
の早期育成を目的とした研 (ｱ)＋(ｲ)の合計が 優秀教員から学ぶ研修等を行っている。今後もＯＪＴを意識し、日々の教育活
修を行う。 Ａ ８０％以上 Ｂ ７０％以上 動に役立つアドホックな研修を充実させていきたい。

Ｃ ６０％以上 Ｄ ６０％未満
【判定Ａ】

③ 部活動の活性化を通して、 北信越大会以上の大会に参加した部活動が ８月の全国総体及び全国総文を含め、本年度に入り、北信越大会以上の大会に
競技力や技能の向上に努め Ａ １５以上 Ｂ １２以上 参加した部活動は運動部９（卓球、男子テニス、陸上競技、柔道、剣道、空手
るとともに、生徒の自主性 Ｃ １０以上 Ｄ １０未満 道、弓道、水泳、ラグビー）、文化部４（吹奏楽、文芸、放送、新聞）、合計
や自立心の育成を図る。 【判定Ｂ】１３であり、全国コンクールで入賞した美術部（黒板アート甲子園；入賞）も

含めると該当の部活動は１４となる。全体として部活動は活発に行われている
と考えられ、今後もさらに集中力を高めることによって文武両道を追求してい
きたい。

④ 保護者が本校の教育活動に 本年度、下記の本校学校行事に参加した保護者の延べ人数が ３月の卒業式を終えて来校者数（協力者数）は４０４２名である。これからも
参加する機会を増やすこと Ａ ４５００名以上 Ｂ ４３００名以上 学校行事の充実を図るとともに、学年便りやメール配信等を利用して本校行事
によって、生徒の活動の様 Ｃ ４０００名以上 Ｄ ４０００名未満 に対する保護者への周知を図りたい。
子を直に見てもらい、家庭 ※桜高祭の来校者数には保護者以外に同窓生等の数も含まれている。
と学校との連携を更に深め 行事 ＰＴＡ総会、桜高祭、学校公開、進路説明会、３Ｓ歩行、入学式、
る。 卒業式 PTA総会及び学年別懇談会 512名 1・2年保護者進路説明会 459名

【評価Ｃ】 桜高祭 1255名 学校公開(教育ウィーク) 64名
３Ｓ歩行(含協力者会議) 944名 入学式 358名
卒業式（3/2実施） 450名

年間を通じての本校ホームページへのアクセス数が ４月から１月１９日までの本校ホームページへのアクセス数は２００９８７件
Ａ ２０万件以上 Ｂ １８万件以上 であり、昨年度に続いて２０万件を超えた。今後も迅速で、充実した情報の提
Ｃ １６万件以上 Ｄ １６万件未満 供に努めたい。

【判定Ａ】

・いしかわニュースーパーハイスクールとしての共通理解や学校運営については、「ある程度」を含めて判断してもよいのではないか。
学校関係者評価委員会の評価 ・働き方改革の一環として部活動の時間がこれまでに比べ制限されても、いろいろな面で支障が出ないようにしてほしい。

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた ・「よくあてはまる」にこだわる必要がある項目と、「ある程度」を含め、肯定的な回答の割合を見る項目を精査し、改善していく。
今後の改善策 ・部活動の時間が制限され、これまでより生徒の自由になる時間が増えるが、家庭で主体的に、学習等に取り組むよう授業改善や課題の内容の検討を進めたい。

また、部活動を含め、指導の質がより向上するよう努める。


